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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント：

 

本課題はエピゲノムに着目して環境ストレスを克服する手法開発を目的とするものであり、酢酸処理

による乾燥ストレス耐性付与の分子機構の一端を明らかにした。また、酢酸処理による乾燥ストレス耐

性付与がシロイヌナズナ以外にイネ、コムギ、トウモロコシ、ナタネ、キャッサバにおいても有効であ

ることを実証した。さらに、エタノールが種々の植物に、耐塩性、乾燥耐性、高温耐性を付与すること

を明らかにした。こうした研究成果に関しては、多くの論文として国際的なジャーナルに発表するだけ

でなく、特許として精力的に出願し、権利化にも努力した。さらに、開発した植物の組織や器官をまる

ごと透明化する技術 TOMEI (Transparent plant Organ Method for Imaging)については、化学メーカー

に技術移転を行い、試薬キットとして国内・米国で上市されたことも評価できる。 

一方で、酢酸やエタノールによる環境ストレス耐性向上に関しては、その分子機構の一端は解明され

たものの、その全体像や細部は十分に理解されたわけではない。また、エピゲノム制御にかかわる物質

群を見いだしている点は評価できるが、それらによって誘導される効果の持続性について、植物のライ

フサイクル全体を通じた検証が不足していた。今後は、環境ストレス耐性の詳細な分子機構を解明する

とともに、将来的な農業への活用に向けて、実際のフィールドにおける検証や最適化に向けた研究を着

実に進めていくことを期待する。 
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